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問 1 

(a) 次の一般化された確率密度関数を図示せよ。[20] 
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(b) 次の一般化された確率密度関数  
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について確率 ({0 11})P x  を求めよ。[30] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答 
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以上

    

問 2 

次の確率関数をポアソン分布(Poisson distribution)

という。[20+30] 
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この分布の平均値 n と分散
2 を求めよ。 
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回答 

定義から、平均は下のようになる。 
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分散を計算するために、二乗の平均を計算する。 
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分散は下のようになる。 
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以上 
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